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2.4.2. 教員業績概要 
職名： 教授 氏名： 村田 嘉利 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
ソフトウェア設計学，ファイルとデータベース，基盤システム演習 A，B，C，基盤システムゼミナール A，B，卒業
研究・制作 A，B 
(b) 研究科担当授業科目 
基盤情報特論，ソフトウェア設計特論,ソフトウェア情報学ゼミナールⅠ，Ⅱ,Ⅲ，ソフトウェア情報学特別研究,特
別ゼミナール 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
なし 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
該当なし 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
1) Yoshitoshi Murata, Mikio Hasegawa, Homare Murakami, Horoshi Harada, Shuzo Kato, "Architecture and 
Business Model of Open Heterogeneous Mobile Network,” IEEE Communication Magazine, Vol.47, No.5, pp. 
95-101, May 2009. 
2) T. Takayama, T. Ikeda, H. Oguma, R. Miura, Y. Murata, and N. Sato: “Recommendation Method That Considers 
the Context of Product Purchases,” WSEAS Transactions on Information Science and Applications, Issue10, 
Vol.6, pp.1687-1696, 2009.10. 
3) 佐藤永欣, 高橋俊博, 田島玲, 小田島昌一, 鈴木 潤, 石川泰二, 村田嘉利, 『地磁気・加速度センサによる自
動車組立工場内作業トレースシステム』, 情報処理学会論文誌, Vol.51, No.3, pp.810-823. (2010.3) 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
1) Yoshitoshi Murata, “Mobile-NGN Architecture based on REST concept, ” Proc of the 2nd ITU-T Kaleidoscope 
Academic Conference 2009, S4.3, 2009 (nominated the best paper award) 
2) Ha Nguyen Tran, Mikio Hasegawa, Yoshitoshi Murata, and Hiroshi Harada, "Representation of User 
Satisfaction and Fairness Evaluation for User-centric Dynamic Spectrum Access", PIMRC '09, September 
2009. 
3) T. Takayama, T. Ikeda, H. Oguma, R. Miura, Y. Murata, and N. Sato: “Proposal and Evaluation of a 
Recommendation Technique That Considers the Context of Product Purchases,” Proceedings of the 9th WSEAS 
International Conference on Applied Informatics and Communications (AIC '09), pp.133-138, 2009.8. 
4) Nobuyoshi Sato, Toshihiro Takahashi, Akira Tajima, Shouich Odashima, Jun Suzuki, Taiji Ishikawa, 
Yoshitoshi Murata, "Improvement of a Worker's Motion Trace System Using a Terrestrial Magnetism Sensor", 
The 12th International Conference on Network-Based Information Systems, (NBIS2009), pp.67-74. (2009.8)
5) Masaki Oikawa, Nobuyoshi Sato, Yoshitoshi Murata, "A Proposal and Trial on a Model of a Motion Monitor 
System for a Ski Jumper Using Terrestrial Magnetism and Acceleration Sensors", First International 
Workshop on Information Technology for Innovative Services (ITIS-2009), in conjunction with The 12th 
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International Conference on Network-Based Information Systems, (NBIS2009), pp.364-369. (2009.8) 
6) Nobuyoshi Sato, Shouich Odashima, Jun Suzuki, Taiji Ishikawa, Yoshitoshi Murata, "A Trial of a Worker's 
Motion Trace System Using Terrestrial Magnetism and Acceleration Sensors", The Third International 
Workshop on Telecommunication Networking, Application and Systems (TeNAS 2009), in conjunction with The 
IEEE 23rd International Conference on Advanced Information Networking and Applications (AINA 2009), 
pp.576-581. (2009.6). 
7) 村田嘉利、真野浩、森岡仁志、“有線・無線組み合わせによる経済的デジタル・ディバイド解消システムの提案”、
DICOMO2009 論文集，pp.449-456，2009 年７月 
8) 糸賀優樹，村田嘉利、高山毅，佐藤永欣、刈田秀人，石津健太郎，“コグニティブ無線クラウドにおける無線基
地局位置推定法”，DICOMO2009 論文集，pp.1645-1651，2009 年７月 
9) 佐藤永欣, 高橋俊博, 田島玲, 小田島昌一, 鈴木 潤, 石川泰二, 村田嘉利, 『地磁気・加速度センサによる作
業モニタシステムの作業判定方法』, マルチメディア通信と分散処理ワークショップ, pp.37-42. (2009.10) 
10) 及川正基, 佐藤永欣, 高山毅, 村田嘉利, 『地磁気・加速度センサによるスキージャンプ選手のモーションモニ
タリング システムの設計』, マルチメディア通信と分散処理ワークショップ, pp.73-78. (2009.10) 
11) 佐藤永欣, 田島玲, 高橋俊博, 小田島昌一, 鈴木 潤, 石川泰二, 村田嘉利, 『地磁気・加速度センサを用いた
作業トレースシステムの改善と評価』, マルチメディア、分散、強調とモバイル(DICOMO2009)シンポジウム, 
pp.1527-1536. (2009.7) 
(d) 研究発表等（査読なしの論文等） 
1) 村田 嘉利、真野 浩、森岡 仁志、“有線と無線の組合せによる二つのデジタル・ディバイド解消システムに
関するフィールド試験について”、放送コンピューティング研究会、名古屋市、2009 年 11 月 
2) 安倍のぞみ, 高山毅, 川崎葵, 佐藤永欣, 村田嘉利：“フレグランスのにおいの表現と購入支援システムの開
発”，情報処理学会第 72 回全国大会 4S-3, 2010. 
3) 小野寺翔子，高山毅，松田直子，佐藤永欣，村田嘉利：“コーヒーのにおいの表現と購入支援システムの開発”，
情報処理学会第 72 回全国大会 4S-4, 2010. 
4) 松本謙治, 高山毅, 熊谷彩夏, 村田嘉利, 佐藤永欣：“タクシーの実車データマイニングに基づく，待ち/流し位
置レコメンデーション”，情報処理学会第 72 回全国大会 2S-8, 2010. 
5) 工藤亮祐, 高山毅, 村田嘉利, 佐藤永欣, 高島隼也：“レコメンデーションに誘導されやすい顧客を抽出する「吉
兆度方式」と「協調フィルタリング方式」の相対評価”，情報処理学会第 72 回全国大会 3S-1, 2010. 
6) 菅原弘光, 佐藤永欣, 高山 毅, 村田嘉利, 『集合知としての走行軌跡により地図を更新するカーナビゲーショ
ン』, 情報処理学会第 72 回全国大会, 3ZA-1 (2010.3) 
7) 大塚昌太, 佐藤永欣, 村田嘉利, 高山 毅, 『地磁気・加速度センサを用いた工場でのピッキング作業の モニタ
リングシステムの開発』, 情報処理学会第 72 回全国大会, 3ZD-7 (2010.3) 
8) 菊池紀善, 大橋健介, 村田嘉利, 高山 毅, 佐藤永欣, 『地磁気・加速度センサーを用いたジェスチャー 文字入
力システムの提案』, 情報処理学会第 72 回全国大会, 3ZF-2 (2010.3) 
9) 昆野静香, 村田嘉利, 高山 毅, 佐藤永欣, 刈田秀人, 『コールセンター連携電子自治体システムの開発 既存の
電子自治体 システムとの連携 』, 情報処理学会第 72 回全国大会, 4ZL-5 (2010.3) 
10) 刈田秀人, 村田嘉利, 高山 毅, 佐藤永欣, 昆野静香, 『コールセンタ連携電子自治体システムの開発 携帯電話
への拡張 』, 情報処理学会第 72 回全国大会, 4ZL-6 (2010.3) 
11) 渡部貴之, 長宝有希, 一戸勇太, 佐藤永欣, 高山 毅, 村田嘉利, 『P2P を用いた防犯カメラネットワークによ
る不審者監視システムに おける動体の軌跡推定』, 情報処理学会第 72 回全国大会, 5ZD-9 (2010.3) 
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12) 佐藤 潤, 清水畑朋子, 佐藤永欣, 村田嘉利, 高山 毅, 『FeliCa 乗車券による降車バス停情報を用いた観光案
内システム』, 情報処理学会第 72 回全国大会, 6Z-9 (2010.3) 
13) 及川正基, 佐藤永欣, 村田嘉利, 『地磁気・加速度センサとビデオカメラの連動によるスキージャンプ 選手の
モニタリングシステムの実装』, 第 8 回情報科学技術フォーラム (FIT2009), J-047, Vol.3, pp.501-502. 
(2009.9) 
14) 菊地慧, 村田嘉利, 高山 毅, 佐藤永欣, 『REST ベース移動通信ネットワークアーキテクチャの一考察』, 第 8
回情報科学技術フォーラム (FIT2009), M-083, Vol.4, pp.437-438. (2009.9) 
(e) 研究費の獲得 
1) NTT ドコモ奨学寄附金：700,000 円 
2) 総務省 SCOPE：2,747,000 円 
3) 関東自動車共同研究：142,350 円 
4) 全学プロジェクト研究費（公募型地域課題）：1,500,000 円 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
1) “DICOMO 2009 シニアリサーチャ賞”、2009 年 7 月 
2) 平成 21 年度学長表彰 
3) 報道：“高速ネット 安く 広く”、岩手日報、2009 年 6 月 5 日 
4) 報道：“3 月まで実証実験 北上・下発天住民に説明～県大、難視聴地域の有線アクセスシステム”、
岩手日日新聞、2010 年 1 月 18 日 
5) 報道：“条件不利な地域へ高度情報化を”、週間北上、2010 年 2 月 13 日 
6) 報道：研究ノート拝見，ジャンプの動きを解析、河北新報、 2009 年１０月１２日 
7) 岩手日報, 平成 21 年 10 月 12 日夕刊, 「スキー飛躍動作データ化、実用化めざし初試験、県立大」 
8) IBC 岩手放送, 平成 21 年 10 月 11 日,IBC ニュースエコー, 「県立大研究グループが開発、スキージャンプをセ
ンサーで数値化」 
 
[大学運営］ 
 
(a) 全学委員会 
教務・学生支援本部 副本部長 
(b) 学部/研究科の委員会 
ソフトウェア情報学部 学生委員会 委員長、院・教務委員会 副委員長 
(c) 学生支援 
（学生生活に係る事項，進路指導に係る事項，学生活動の支援など） 
(d) その他 
岩手県立大学生協 理事長 
 
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
なし 
(b) 企業・団体などにおける活動 
1) 情報通信研究機構；次世代移動体通信の研究指導 
2.4 データベースシステム学講座 
41 
 
(c) 一般教育 
なし 
(d) 産学連携 
なし 
(e) 学会などにおける活動 
1) 電子情報通信学会東北支部 監事 
(f) その他 
 
 
[主な業績］ 
研究活動としては，ジャーナル論文３件，国際会議６件が採録された．その内の１件は、IEEE Communication Magazine
である。大学運営としては，教務学生支援本部の副本部長およびソフトウェア情報学部の学生委員会委員長として，
ソフトウェア情報学部の学生だけでなく，全学の学生の大学生活の向上に努めた。外部資金としては，総務省の補
助金であるＳＣＯＰＥに採択された．また、岩手県立大学生協の立上げを進め、理事長を務めている。 
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職名： 准教授 氏名： 高山 毅 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
ファイルとデータベース，基礎教養入門，学の世界入門, 基盤システム演習 A, 基盤システム演習 B, 基盤システム
演習 C, 基盤システムゼミ A, 基盤システムゼミ B, 卒業研究・制作 A, 卒業研究・制作 B 
(b) 研究科担当授業科目 
基盤情報特論 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
ファイルとデータベース, 基盤システム演習 A, B において, 日本オラクル株式会社との契約に基づく OAI 授業実施
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
該当なし 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
1) T. Takayama, T. Ikeda, H. Oguma, R. Miura, Y. Murata, and N. Sato: “Recommendation Method That Considers 
the Context of Product Purchases,” WSEAS Transactions on Information Science and Applications, Issue10, 
Vol.6, pp.1687-1696, 2009.10. 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
1) T. Takayama, T. Ikeda, H. Oguma, R. Miura, Y. Murata, and N. Sato: “Proposal and Evaluation of a 
Recommendation Technique That Considers the Context of Product Purchases,” Proceedings of the 9th WSEAS 
International Conference on Applied Informatics and Communications (AIC '09), pp.133-138, 2009.8. 
2) 糸賀優樹，村田嘉利、高山毅，佐藤永欣、刈田秀人，石津健太郎，“コグニティブ無線クラウドにおける無線基
地局位置推定法”，DICOMO2009 論文集，pp.1645-1651，2009 年７月 
3) 及川正基, 佐藤永欣, 高山毅, 村田嘉利, 『地磁気・加速度センサによるスキージャンプ選手のモーションモニ
タリング システムの設計』, マルチメディア通信と分散処理ワークショップ, pp.73-78. (2009.10) 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 高山毅：“Web 文書への評価値を融合しての検索結果の順位決定 ～ 同一検索タスクへのユーザ間の Web 文書の
重複度調査 ～”，情報処理学会第 72 回全国大会 3C-3, 2010. 
2) 安倍のぞみ, 高山毅, 川崎葵, 佐藤永欣, 村田嘉利：“フレグランスのにおいの表現と購入支援システムの開
発”，情報処理学会第 72 回全国大会 4S-3, 2010. 
3) 小野寺翔子，高山毅，松田直子，佐藤永欣，村田嘉利：“コーヒーのにおいの表現と購入支援システムの開発”，
情報処理学会第 72 回全国大会 4S-4, 2010. 
4) 松本謙治, 高山毅, 熊谷彩夏, 村田嘉利, 佐藤永欣：“タクシーの実車データマイニングに基づく，待ち/流し位
置レコメンデーション”，情報処理学会第 72 回全国大会 2S-8, 2010. 
5) 工藤亮祐, 高山毅, 村田嘉利, 佐藤永欣, 高島隼也：“レコメンデーションに誘導されやすい顧客を抽出する「吉
兆度方式」と「協調フィルタリング方式」の相対評価”，情報処理学会第 72 回全国大会 3S-1, 2010. 
6) 菅原弘光, 佐藤永欣, 高山 毅, 村田嘉利, 『集合知としての走行軌跡により地図を更新するカーナビゲーショ
ン』, 情報処理学会第 72 回全国大会, 3ZA-1 (2010.3) 
7) 大塚昌太, 佐藤永欣, 村田嘉利, 高山 毅, 『地磁気・加速度センサを用いた工場でのピッキング作業の モニタ
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リングシステムの開発』, 情報処理学会第 72 回全国大会, 3ZD-7 (2010.3) 
8) 菊池紀善, 大橋健介, 村田嘉利, 高山 毅, 佐藤永欣, 『地磁気・加速度センサーを用いたジェスチャー 文字入
力システムの提案』, 情報処理学会第 72 回全国大会, 3ZF-2 (2010.3) 
9) 昆野静香, 村田嘉利, 高山 毅, 佐藤永欣, 刈田秀人, 『コールセンター連携電子自治体システムの開発 既存の
電子自治体 システムとの連携 』, 情報処理学会第 72 回全国大会, 4ZL-5 (2010.3) 
10) 刈田秀人, 村田嘉利, 高山 毅, 佐藤永欣, 昆野静香, 『コールセンタ連携電子自治体システムの開発 携帯電話
への拡張 』, 情報処理学会第 72 回全国大会, 4ZL-6 (2010.3) 
11) 渡部貴之, 長宝有希, 一戸勇太, 佐藤永欣, 高山 毅, 村田嘉利, 『P2P を用いた防犯カメラネットワークによ
る不審者監視システムに おける動体の軌跡推定』, 情報処理学会第 72 回全国大会, 5ZD-9 (2010.3) 
12) 佐藤 潤, 清水畑朋子, 佐藤永欣, 村田嘉利, 高山 毅, 『FeliCa 乗車券による降車バス停情報を用いた観光案
内システム』, 情報処理学会第 72 回全国大会, 6Z-9 (2010.3) 
13) 菊地慧, 村田嘉利, 高山 毅, 佐藤永欣, 『REST ベース移動通信ネットワークアーキテクチャの一考察』, 第 8
回情報科学技術フォーラム (FIT2009), M-083, Vol.4, pp.437-438. (2009.9) 
(e) 研究費の獲得 
1) 科学研究費補助金（基盤研究 C）, ポスト Google 時代に対応する Web2.0 型検索エンジンの開発, ３年総額
1,700,000 円で 2009 年度は 500,000 円 
2) 財団研究費・外部研究費獲得促進費、50,000 円 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
 該当なし 
 
[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
 該当なし 
(b) 学部/研究科の委員会 
 SPA・PBL 委員会，評価委員会 
(c) 学生支援 
 該当なし 
(d) その他 
 該当なし 
 
 
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
 該当なし 
(b) 企業・団体などにおける活動 
 該当なし 
(c) 一般教育 
 該当なし 
(d) 産学連携 
1) タクシー会社と売上向上に関する研究を実施 
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2) 秘密保持契約を締結し、一社と売上向上に関する研究を実施 
(e) 学会などにおける活動 
1) 情報処理学会論文誌シニア査読委員 
2) 情報処理学会第 72 回全国大会「地域社会」セッション座長，2010 年 03 月 10 日． 
3) 国際会議 DASFAA 2010（Database Systems for Advanced Applications 2010) Local Arrangement Committee Member
(f) その他 
 該当なし 
 
[主な業績］ 
教育活動では, 日本オラクル株式会社との契約に基づき, データベース管理システム Oracle を用いた OAI 授業を
行なった.  
研究活動では, ジャーナル論文 1本, 国際会議論文 1本、査読付国内会議 2本の採録を得た.大学運営では, SPA・
PBL 委員および評価委員として活動した.  
社会貢献では, 学会活動として情報処理学会論文誌シニア査読委員を務めるほか, 情報処理学会第 72 回全国大会
「地域社会」セッションで座長を、データベース学の高レベル国際会議の DASFAA 2010 で Local Arrangement Committee 
を務めた. 
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職名： 講師 氏名： 佐藤永欣 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
ソフトウェア演習 A,B,C，ソフトウェア設計学, 情報メディア入門 
(b) 研究科担当授業科目 
情報セキュリティ特論 I 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
ソフトウェア演習 TF 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
該当なし 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
1) 佐藤永欣, 高橋俊博, 田島玲, 小田島昌一, 鈴木 潤, 石川泰二, 村田嘉利, 『地磁気・加速度センサによる自
動車組立工場内作業トレースシステム』, 情報処理学会論文誌, Vol.51, No.3, pp.810-823. (2010.3) 
2) T. Takayama, T.Ikeda, H.Oguma, R.Miura, Y.Murata, N.Sato, "Recommendation Method That Considers the 
Context of Product Purchases", WSEAS Transactions on Information Science and Applications, Issue 10, 
Vol. 6, pp.1687-1696. (2009) 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
1) Nobuyoshi Sato, Toshihiro Takahashi, Akira Tajima, Shouich Odashima, Jun Suzuki, Taiji Ishikawa, 
Yoshitoshi Murata, "Improvement of a Worker's Motion Trace System Using a Terrestrial Magnetism Sensor", 
The 12th International Conference on Network-Based Information Systems, (NBIS2009), pp.67-74. (2009.8)
2) Masaki Oikawa, Nobuyoshi Sato, Yoshitoshi Murata, "A Proposal and Trial on a Model of a Motion Monitor 
System for a Ski Jumper Using Terrestrial Magnetism and Acceleration Sensors", First International 
Workshop on Information Technology for Innovative Services (ITIS-2009), in conjunction with The 12th 
International Conference on Network-Based Information Systems, (NBIS2009), pp.364-369. (2009.8) 
3) Nobuyoshi Sato, Shouich Odashima, Jun Suzuki, Taiji Ishikawa, Yoshitoshi Murata, "A Trial of a Worker's 
Motion Trace System Using Terrestrial Magnetism and Acceleration Sensors", The Third International 
Workshop on Telecommunication Networking, Application and Systems (TeNAS 2009), in conjunction with The 
IEEE 23rd International Conference on Advanced Information Networking and Applications (AINA 2009), 
pp.576-581. (2009.6). 
4) 佐藤永欣, 高橋俊博, 田島玲, 小田島昌一, 鈴木 潤, 石川泰二, 村田嘉利, 『地磁気・加速度センサによる作
業モニタシステムの作業判定方法』, マルチメディア通信と分散処理ワークショップ, pp.37-42. (2009.10) 
5) 及川正基, 佐藤永欣, 高山毅, 村田嘉利, 『地磁気・加速度センサによるスキージャンプ選手のモーションモニ
タリング システムの設計』, マルチメディア通信と分散処理ワークショップ, pp.73-78. (2009.10) 
6) 佐藤永欣, 田島玲, 高橋俊博, 小田島昌一, 鈴木 潤, 石川泰二, 村田嘉利, 『地磁気・加速度センサを用いた
作業トレースシステムの改善と評価』, マルチメディア、分散、強調とモバイル(DICOMO2009)シンポジウム, 
pp.1527-1536. (2009.7) 
7) 糸賀優樹，村田嘉利、高山毅，佐藤永欣、刈田秀人，石津健太郎，“コグニティブ無線クラウドにおける無線基
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地局位置推定法”，DICOMO2009 論文集，pp.1645-1651，2009 年７月 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 松本謙治, 高山 毅, 熊谷彩夏, 村田嘉利, 佐藤永欣, 『タクシーの実車データに基づく、待ち/流し位置レコメ
ンデーション』, 情報処理学会第 72 回全国大会, 2S-8 (2010.3) 
2) 工藤亮祐, 高山 毅, 村田嘉利, 佐藤永欣, 高島隼也, 『レコメンデーションに誘導されやすい顧客を抽出する
「吉兆度方式」と 「協調フィルタリング方式」との比較』, 情報処理学会第 72 回全国大会, 3S-1 (2010.3) 
3) 菅原弘光, 佐藤永欣, 高山 毅, 村田嘉利, 『集合知としての走行軌跡により地図を更新するカーナビゲーショ
ン』, 情報処理学会第 72 回全国大会, 3ZA-1 (2010.3) 
4) 大塚昌太, 佐藤永欣, 村田嘉利, 高山 毅, 『地磁気・加速度センサを用いた工場でのピッキング作業の モニタ
リングシステムの開発』, 情報処理学会第 72 回全国大会, 3ZD-7 (2010.3) 
5) 菊池紀善, 大橋健介, 村田嘉利, 高山 毅, 佐藤永欣, 『地磁気・加速度センサーを用いたジェスチャー 文字入
力システムの提案』, 情報処理学会第 72 回全国大会, 3ZF-2 (2010.3) 
6) 安倍のぞみ, 高山 毅, 川崎 葵, 佐藤永欣, 村田嘉利, 『フレグランスの感性データベース化と購入支援システ
ムの開発』, 情報処理学会第 72 回全国大会, 4S-3 (2010.3) 
7) 小野寺翔子, 高山 毅, 松田直子, 佐藤永欣, 村田嘉利, 『コーヒーの香りの感性データベース化と購入支援シ
ステムの開発』, 情報処理学会第 72 回全国大会, 4S-4 (2010.3) 
8) 昆野静香, 村田嘉利, 高山 毅, 佐藤永欣, 刈田秀人, 『コールセンター連携電子自治体システムの開発 既存の
電子自治体 システムとの連携 』, 情報処理学会第 72 回全国大会, 4ZL-5 (2010.3) 
9) 刈田秀人, 村田嘉利, 高山 毅, 佐藤永欣, 昆野静香, 『コールセンタ連携電子自治体システムの開発 携帯電話
への拡張 』, 情報処理学会第 72 回全国大会, 4ZL-6 (2010.3),  
10) 渡部貴之, 長宝有希, 一戸勇太, 佐藤永欣, 高山 毅, 村田嘉利, 『P2P を用いた防犯カメラネットワークによ
る不審者監視システムに おける動体の軌跡推定』, 情報処理学会第 72 回全国大会, 5ZD-9 (2010.3) 
11) 佐藤 潤, 清水畑朋子, 佐藤永欣, 村田嘉利, 高山 毅, 『FeliCa 乗車券による降車バス停情報を用いた観光案
内システム』, 情報処理学会第 72 回全国大会, 6Z-9 (2010.3) 
12) 及川正基, 佐藤永欣, 村田嘉利, 『地磁気・加速度センサとビデオカメラの連動によるスキージャンプ 選手の
モニタリングシステムの実装』, 第 8 回情報科学技術フォーラム (FIT2009), J-047, Vol.3, pp.501-502. 
(2009.9) 
13) 菊地慧, 村田嘉利, 高山 毅, 佐藤永欣, 『REST ベース移動通信ネットワークアーキテクチャの一考察』, 第 8
回情報科学技術フォーラム (FIT2009), M-083, Vol.4, pp.437-438. (2009.9) 
(e) 研究費の獲得 
1) 該当なし 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
1)  情報処理学会平成 21 年度山下記念研究賞（「作業トレースによる工業製品の品質保証の試み」, 2008-DPS-135）
2)  平成 21 年度学長表彰 
3)  岩手日報, 平成 21 年 10 月 12 日夕刊, 「スキー飛躍動作データ化、実用化めざし初試験、県立大」 
4)  IBC 岩手放送, 平成 21 年 10 月 11 日,IBC ニュースエコー, 「県立大研究グループが開発、スキージャンプをセ
ンサーで数値化」 
 
[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
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研究倫理審査委員会，情報セキュリティポリシー運用委員会 
(b) 学部/研究科の委員会 
学術推進委員会，入試実施委員会 
(c) 学生支援 
該当なし 
(d) その他 
第 3次情報システム検討ワーキンググループ 
 
 
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
該当なし 
(b) 企業・団体などにおける活動 
該当なし 
(c) 一般教育 
該当なし 
(d) 産学連携 
1) U-Factory プロジェクト（関東自動車株式会社） 
(e) 学会などにおける活動 
1) 情報処理学会マルチメディア通信と分散処理研究会運営委員 
2) 情報処理学会論文誌編集委員（知能グループ） 
3) Program committee member of the 2nd International Workshop on Information Technology for Innovative 
Services (ITIS-2010) 
4) Session Chair at The 2nd International Workshop on Information Technology for Innovative Services 
(ITIS-2010), Session 2 
(f) その他 
該当なし 
 
[主な業績］ 
教育活動としてはソフトウェア演習 TF として、ソフトウェア演習 A の課題設定等をおこなった。また、ソフトウ
ェア情報学部の学生用端末更新にともない、ソフトウェア演習 TF のメンバーとして、テキストの書き換え、第 3次
情報システムワーキンググループとの調整を行った。調整内容としては、ソフトウェア演習 TF としての要望の伝達、
不具合の洗い出しと解決方法の調整などがある。 
研究活動としては、関東自動車工業（株）との共同研究である、U-Factory プロジェクトの一部として実施されて
いる、地磁気・加速度センサを用いた作業トレースシステムの開発を中心に、P2P ネットワークカメラによる不審者
監視システムの開発、IC 乗車券を用いる乗降バス停と連動した携帯電話向け広告配信システムなどの研究を行った。
このうち、論文の発表の中心となったのは地磁気・加速度センサを用い作業トレースシステムの開発であり、ほぼ
100％の判定精度を得た。また、この研究の成果が情報処理学会平成 21 年度山下記念研究賞を受賞した。 
また、学部運営等にかかわる活動としては、第 3 時情報システムワーキンググループメンバーとして、端末仕様
の決定、Linux サーバ仕様の決定、端末更新作業スケジュール等の設定と調整、端末と Linux サーバの性能評価、ソ
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フトウェア演習 TF からの要望吸い上げ、ソフトウェア演習に関連して発生した問題の解決方法の提案、ソフトウェ
ア情報学部教員からの新システムに関する要望吸い上げと、問題点の解決と解決方法提案などを行った。 
 
